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吉備国際大学南あわじ志知キャンパス地域創成農学部

01

03

地域創成農学部で何を
学べるの？

大学ができて何が変わる？
　平成 25年度４月から吉備国際大学南あ

わじ志知キャンパス地域創成農学部が開校

します。市内に大学ができると私たちの生

活にどんな変化があるのでしょう。

地域創成ってどういう意味

　聞きなれない『地域創成農

学部』という言葉。これは「地

域の農業再生」、「地域社会

を地元住民と大学が共に創

る」ことを意味します。

　通常の農学部とは異なり、

地域創成農学部の基礎とな

る３分野（農業生産、農産

物加工、農業経営）全体を

幅広く理解し、卒業後、各

分野との連携を図りながら、

地域の創成を担う人材を育

てる学部です。

　同大学では地元農家と連携

して農作業実習を行う計画で

す。農家の人の長年培ってき

た豊富な経験と教員の知識、

学生の若さと一体となって地

域を活性化するための地域

連携センターを設置します。

　そのほかにも農業経営に

おいて地域農家が実際に直

面している課題の解決策をと

もに模索したり、学習講座を

開催したりと多くのことを計画

しています。

地域社会をともに創るとは？

具体的に何をするの

※大学イメージ

(農学部) (地域創成農学部)
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　地域創成農学部を設置す

るのに必要な事業費約20

億円のうち、市はその３分の２

（13億3,300万円）を上限

に同大学へ支援します。その

うち合併特例債を活用し市

単独経費としては約８億円と

なる見込みです。

　一方、開校後は、大学と

地域が連携し国等の補助事

業を活用しながら多面的な

農業振興及

び地域活性

化を図ってい

きます。

同大学に市が財政支援する
と聞いたけど？

財源はどうするの

大学は何をめざすの？
　全国各地では、人口減少、少子･高齢化や第一次産

業の衰退に歯止めがかからず苦しんでいます。地域資

源である歴史・文化・自然を生かし農を主軸とした「ふ

るさとの再生」に取り組む人材を求めています。

　農業の大産地である市と同大学とが密接な連携を行

い、持続可能な農村社会のモデルを創り、地域再生を

行なう優秀な人材の育成をめざします。
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　食の安全への関心が

高まる昨今、消費者の指

向は産地の分かる農産物

に向かっています。また、

世界的な食料危機も懸念

されている中で、日本の

農業には将来性があると

予測されます。

　高い食料自給率を誇る

南あわじ市は、学ぶのに

最適な環境です。

　同大学では、地域の食・

農産業の発展とそれを基

盤とした地域の活性化に

貢献できる知識と技術を

備えた人材を養成し、そ

のような学生を地域、そ

して全国、さらには世界

に送り出していくことを

考えています。

なぜ農業に関する学部？

大学の役割って何

04

　定員は一学年 60人の

４年制、３年次編入生と

併せて260人となります。

　少子化の中で学生が

集まるのかという心配も

ありますが、近畿・中

国・四国地方の高校生

約 5,700 人を対象に同

大学が実施したアンケー

トでは、地域創成農学部

への進学意欲を示した生

徒が 178 人と定員を大き

く上回った。理系学部が

人気を集めていることから

も、同大学では学生を確

保できると考えています。

本当に学生が集まるの？

一学年何人なの
05

　市では市内で開校する同

大学への入学を奨励するた

め、また大学と連携したま

ちづくりによる地域の活性

化と若者の定住を促進する

ために入学生を対象に奨励

金を支給します。

　条件は市民及び入学後１

か月以内から入学年度の

10 月１日までの間、市内

に居住及び住民票を移した

学生です。

　奨励金額は入学金相当額

の 30万円を支給します。

入学支援ってあるの？

入学奨励金について

06

　学生・教員の居住や生

活による消費、大学の運

営経費、雇用の確保など

で、１年に約２億5,000万

円から３億円の経済効果

を見込んでいます。

　また、間接的な効果

では、教員の知財・ネット

ワークの活用により、６

次産業化の促進や現場

に密着した課題解決、

援農などのシステムづく

りなど新たな事業展開

が期待できます。

どんな効果があるの？

経済効果は

◉大学に関するお問い合わせ

◉奨励金等の市の事業に
   関するお問い合わせ

問吉備国際大学入試広報室
☎0120-25-9944

問市長公室☎43-5002
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市政ひろば

必
ず
日
本
一
を
つ
か
み
取
る

　

市
消
防
団
の
神
代
第
１
分
団

が
８
月
５
日
に
行
わ
れ
た
兵
庫

県
消
防
操
法
大
会
で
み
ご
と
優

勝
し
、
10
月
７
日
の
全
国
大
会

へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

市
役
所
中
央
庁
舎
で
８
月
27

日
、
神
代
第
１
分
団
の
壮
行
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
場
す
る
選
手
や
関

係
者
が
出
席
。
全
国
大
会
に
向
け

て
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
中

田
市
長
は
「
優
勝
を
成
し
遂
げ
て

ほ
し
い
」
と
団
員
た
ち
を
激
励
し

ま
し
た
。

▲公開討論会で左から、宇田川真之さん、田辺市文里自主防災会の名越隆行さん、元県立淡路高校
　教諭の森 康成さん、福良地区自治会副会長の村野保司さん、福良小学校教諭の大塚昭宏さん　

　

神
代
地
区
選
任
分
団
長
の
村
本

明
義
さ
ん
は
「
強
豪
チ
ー
ム
ひ
し

め
く
激
戦
区
兵
庫
県
を
制
し
、
次

は
『
全
国
制
覇
』
と
団
員
一
同
闘

志
を
燃
や
し
、
も
っ
と
も
っ
と
強

く
な
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
約
一
か

月
間
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
消
防
の
甲
子
園
』
で
あ
る
全
国

消
防
操
法
大
会
で
は
『
闘
う
志
士

集
団
』
を
旗
印
に
、
南
あ
わ
じ
市

消
防
団
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
、

兵
庫
県
下
消
防
団
員
の
熱
い
思
い

を
胸
に
、
必
ず
日
本
一
を
つ
か
み

取
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震　

内
閣
府
が
地
震
被
害
想
定
を
発
表

　

８
月
29
日
、内
閣
府
か
ら
南
海
ト
ラ

フ
で
想
定
さ
れ
る
最
大
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、南
あ
わ
じ
市
で
は「
震

度
７
」、「
１
ｍ
の
津
波
が
約
39
分
後
」に

到
達
し
、そ
の
後「
最
大
９
ｍ
の
津
波
」

が
襲
来
す
る
と
い
う
想
定
結
果
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
想
定
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、発

生
し
う
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波

を
推
計
し
た
も
の
で
、次
に
発
生
す
る

地
震
・
津
波
の
予
想
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

兵
庫
県
に
お
い
て
は
、詳
細
に
再
度

検
証
し
、市
内
の
津
波
に
よ
る
予
想
浸

水
区
域
を
推
計
し
ま
す
。南
あ
わ
じ

市
は
そ
の
結
果
を
基
に
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ（
津
波
に
よ
る
浸
水
区
域
及

び
浸
水
深
）の
作
成
や
地
域
防
災
計
画

の
修
正
に
取
り
掛
か
り
、市
民
の
皆
様

方
に
早
急
に
公
表
す
る
よ
う
考
え
て

　

先
月
の
９
月
１
日
、福
良
地
区
に
お

い
て
兵
庫
県
内
で
は
初
め
て
の
試
み

で
夜
間
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
良
地
区
の
地
域
で
定
め
た
一
時
避

難
場
所
へ
避
難
す
る
訓
練
で
し
た
が
、

参
加
者
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
非
常
持
出

し
品
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
約
１
０
０
０
人

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
も

地
域
の
方
々
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
の

表
れ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
と
し
ま
し
て
は
、今
回

の
発
表
を
受
け
早
急
に
避
難
路
の
整
備

を
は
じ
め
防
災
対
策
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、８
月
５
日
兵
庫
県
消
防
学
校

で
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、ポ

ン
プ
車
の
部
で
神
代
第
１
分
団
が
優

勝
、小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
賀
集
第
１
分

団
第
１
部
が
第
３
位
と
い
う
素
晴
ら

し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。神
代

第
１
分
団
は
10
月
７
日
東
京
臨
海
広

域
防
災
拠
点
に
お
い
て
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
の
消
防
団
の
活
動
と
大
会
出

場
へ
の
訓
練
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

好
成
績
を
期
待
い
た
し
て
い
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、地
震
が
発
生

す
れ
ば
、何
よ
り
も「
い
ち
早
く
高
台
へ

逃
げ
る
」、「
逃
げ
る
時
は
周
囲
の
方
々

に
大
き
な
声
を
か
け
な
が
ら
避
難
を

促
す
」、「
率
先
避
難
者
」と
し
て
、躊
躇

し
て
い
る
方
々
が
早
く
避
難
行
動
が

で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
お
互
い
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

津
波
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
が
開
催

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   　　　　（9月１６日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 413件 57,574,719円

市外（島内） 56件 9,341,000円

市外（島外） 252件 29,924,940円

合計 721件 96,840,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 ふ

る
さ
と
納
税

こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

　

市
内
在
住
の
高
齢
者
23
人
（
男

性
４
人
、
女
性
19
人
）
が
今
年
度

内
に
め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
希
望
し
た

６
人
を
９
月
９
日
、
中
田
市
長
が

訪
問
し
、
お
祝
い
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

家
族
が
集
ま
っ
た
水
引
春
江
さ
ん

（
福
良
）の
自
宅
で
は
、中
田
市
長
が

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」と
伝
え
、

水
引
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

過
ご
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

を
聞
か
れ
た
水

引
さ
ん
は
「
し
っ
か
り
食
べ
る
こ

と
。
贅ぜ
い

沢た
く

は
し
ま
せ
ん
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

津
波
に
よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

避
難
で
き
る
か
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
30
分
、
宅
内
告
知
端

末
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ
び
サ
イ

レ
ン
で
訓
練
開
始
が
告
げ
ら
れ
、
防

災
セ
ッ
ト
が
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
、
懐
中
電
灯
を
手
に
し
た
住

民
た
ち
が
避
難
。
当
日
参
加
し
た

約
１
０
０
０
人
の
住
民
た
ち
は
無

事
、
時
間
内
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

福
良
地
区
自
主
防
災
会
の
原
孝

会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
想
定
で
訓
練
を
実
施
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。　

　

紀
伊
水
道
で
大
地
震
が
発
生

し
、
淡
路
島
南
部
に
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
防
災

の
日
に
あ
た
る
９
月
１
日
、
福
良

地
区
で
初
め
て
の
夜
間
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
が
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
際
の
被
害
想
定
で
は
、
市
内
に

地
震
発
生
か
ら
最
短
39
分
で
津
波

が
到
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
夜
間
で
も

30
分
以
内
に
避
難
所
ま
で
住
民
が

▲夜間訓練に参加して福良小学校に避難した住民たち

　

福
良
う
ず
ま
る
フ
ェ
ス
タ
が
行

わ
れ
た
９
月
９
日
午
後
、
南
淡
公

民
館
で
は
「
津
波
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
（
神

戸
市
）
主
任
研
究
員
の
宇う

田だ

川が
わ 

真さ
ね

之ゆ
き

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
の
あ

と
、
地
元
自
治
会
や
学
校
関
係
者
、

和
歌
山
県
田
辺
市
文も

里り

自
主
防
災
会

の
役
員
ら
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
加

わ
り
「
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備

え
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
何
を
す

べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
討
論

会
が
開
か
れ
、
参
加
し
た
約
１
５
０

人
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
「
自
主
防
災

は
楽
し
く
参
加
で
き
る
取
り
組
み

で
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」

「
避
難
訓
練
を
や
っ
て
は
じ
め
て

改
善
点
や
問
題
点
な
ど
が
見
え
て

く
る
」
「
い
ろ
ん
な
状
況
を
想

定
し
て
訓
練
す
る
こ
と
が
必
要
」

「
一
人
ひ
と
り
が
、
と
っ
さ
の

時
、
何
を
し
た
ら
良
い
か
日
頃
か

ら
考
え
、
い
ざ
と
い
う
時
は
自
然

に
行
動
で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね

る
こ
と
が
大
事
」
な
ど
の
意
見
や

経
験
談
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
良
地
区
自
治
会
の
村
野
さ
ん

は
「
夜
間
訓
練
な
ど
で
住
民
の
防

災
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
。
同

時
に
次
の
課
題
も
見
え
て
き
た
。

意
識
を
高
め
な
が
ら
要
援
護
者
の

避
難
支
援
な
ど
、
次
の
課
題
へ
取

り
組
み
た
い
。
ま
た
、
と
っ
さ
の

時
、
自
分
は
ま
ず
何
を
す
る
か

『
あ
ん
た　

ど
な
い
す
る
の
よ
』

と
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
っ
て
、
避

難
対
応
を
確
認
し
合
う
意
識
も
高
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲中田市長からお祝い状を受け取る水引春江さん

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
回
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

和
太
鼓
「
美
鼓
音
」
や
ち
ど
り

保
育
所
の
園
児
た
ち
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
福
良
の
街
中
を

歩
き
な
が
ら
避
難
路
な
ど
を
確
認

　

福
良
港
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
「
う
ず
ま
る
」
に
お
い
て
９
月

９
日
、
福
良
う
ず
ま
る
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
津
波
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
よ
り
多
く
の

人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
施
設
に

こ
と
か
ら
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
助

け
て
」
や
「
逃
げ
ろ
」
と
い
っ
た

災
害
時
に
か
け
る
言
葉
を
、
大
き

な
声
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。　

福
良
地
区
夜
間
避
難
訓
練
実
施

▲大声コンテストで叫ぶ参加者

▲なでしこ分団による救命講習

全
国
消
防
操
法
大
会
へ
出
場
す
る
神
代
第
１
分
団 

▲壮行会で力強く拳をかかげ健闘を誓う団員たち

福
良
う
ず
ま
る
フ
ェ
ス
タ

す
る
福
良
路
地
裏
探
訪
、
市

消
防
団
の
な
で
し
こ
分
団
に

よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救

命
講
習
な
ど
、
防
災
に
関
す

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

避
難
時
に
は
大
き
な
声
で

の
呼
び
か
け
が
重
要
で
あ
る
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市政ひろば

市
公
共
交
通
の
基
本
指
針
！
「
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
策
定

　

８
月
29
日
、市
地
域
公
共
交
通
検

討
委
員
会
原
孝
委
員
長
か
ら
中
田

市
長
へ「
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
案
」の
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
答
申
さ
れ
た
計
画
案
は
、将

来
に
わ
た
っ
て
市
の
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
や
今
後
の
め
ざ
す
べ
き

方
向
性
を
明
確
に
し
、市
の
公
共
交

通
施
策
を
総
合
的
、計
画
的
に
進
め

る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。策
定
に
あ
た
っ
て
は
、公

共
交
通
の
現
状
や
課
題
、市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
な
ど
を
も
と
に
、

市
民
代
表
等
で
構
成
す
る
同
委
員

会
で
慎
重
に
審
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

計
画
の
基
本
理
念
を『
地
域
特
性

に
あ
っ
た
持
続
可
能
な
生
活
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』と
し
て
い

ま
す
。そ
の
実
現
に
向
け
た「
基
本
方

針
」及
び「
基
本
施
策
」を
提
示
し
、地

域
や
事
業
者
、行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
よ
り
協
働
で「
み
ん
な
で
守

り
・
育
て
る
地
域
公
共
交
通
」の『
マ

イ
バ
ス
意
識
』の
考
え
の
も
と
、急
速

な
高
齢
化
を
迎
え
る
な
か
で
身
近

な
生
活
の
交
通
手
段
と
し
て
、こ
れ

ま
で
以
上
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
再

編
を
行
い
、来
年
４
月
の
運
行
開
始

を
目
指
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
今

後
、
運
行
基
準
を
設
け
る
な
ど
運

今月の納税

市県民税（普通徴収）･･･【３期】
国民健康保険税（普通徴収）･･･【３期】

納期限　10月3１日(水)　
 　《納期内に忘れず納付しましょう》

◆口座振替を利用する人は、預金残高の確認を
お願いします
◆市税の納付には、納め忘れがなく便利な口座
振替をご利用ください
◆今年度より納付書については、1期送付時に
２期以降の納期分をまとめてお送りしていま
す。（紛失した人は再交付しますので、市役所
税務課、収税課または最寄りの総合窓口センタ
ーへお申し出ください）

◆兵庫県「税整理回収チーム」と共同徴収！

じ
ん
け
ん
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

生
活
の
有
り
様
を
言
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
映
画
「
ソ
ー
テ
サ

ワ
サ
ワ
」
、
人
権
相
談
、
ア
ジ

ア
各
国
の
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

や
飲
食
物
の
販
売
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

三
原
公
民
館
で
８
月
26
日
に
、

「
人
権
文
化
」
を
進
め
る
県
民

運
動
推
進
強
調
月
間
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
じ
ん
け
ん
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
家
族
を
始
め
、
人
と
人
と
の

交
流
・
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
今
年
で

８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

「
人
権
文
化
」
と
は
、
日
常
生

活
の
中
で
、
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
す
る
こ
と
を
自
然
に
感
じ
、
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
定
着
し
た

南
あ
わ
じ
音
楽
祭
２
０
１
２
を
開
催

　

　

田
中
正
平
博
士 

生
誕
１
５
０
周

年
を
記
念
す
る
「
南
あ
わ
じ
音
楽

祭
」
が
、
９
月
２
日
、
三
原
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
フ
ィ
ル 

ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
６

人
の
演
奏
や
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

ば
れ
た
市
内
在
住
、出
身
の
ピ
ア

ノ
演
奏
者
、山
口 

真
理
奈
さ
ん（
八

木
）と
浦
瀬 

奈
那
子
さ
ん（
福
良
）

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、会
場
満
席
の

約
５
０
０
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。　

　

今
後
は
、
郷
土
が
誇
る
田
中
博

士
の
業
績
や
活
躍
を
再
評
価
し
て

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
博
士

に
関
す
る
講
演
会
や
展
覧
会
な
ど

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　
☎
37
・
３
０
２
０

▲「純正調オルガン」を発明した賀集立川瀬出身の田中正平博士 生誕150周
　年を記念して開かれた「南あわじ音楽祭2012」

日
韓
中
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
交
流

ン
を
グ
ル
ー
プ
内
で
相
談
し
な
が

ら
見
学
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
訪

れ
た
南
海
流る

配は
い

文
学
館
で
は
、

文
化
観
光
解
説
者
の
話
に
耳
を
傾

け
、
南
海
の
歴
史
に
つ
い
て
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
は
韓
国
語
の
あ
い
さ
つ
を

恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
選
手

た
ち
も
、
３
日
間
の
交
流
の
中

で
、
韓
国
語
が
自
然
と
で
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
帰
島
の
頃
に

は
、
自
信
を
持
っ
て
行
動
す
る
選

手
た
ち
の
成
長
し
た
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

複
数
の
島
が
あ
る
韓
国
の
南ナ

海メ

郡
と
「
島
同
士
の
交
流
を
図
ろ

う
」
と
８
月
３
日
〜
５
日
、
両
国

の
中
学
生
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
始
ま
り
４
度
目

と
な
る
同
交
流
。
隔
年
相
互
派
遣

に
よ
り
、
今
年
は
派
遣
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
島
内
20
人
の
中
学
生

が
、
韓
国
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
の
親
善

試
合
を
行
っ
た
ほ
か
、
２
日
目
の

麗ヨ

水ス

世
界
博
覧
会
で
は
日
韓
混
合

の
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
パ
ビ
リ
オ

▲握手を交わしサッカーで交流を深めた日本と韓国の中学生

▲中田市長に市生活交通ネットワ
　ーク計画案を答申する原委員長

古事記編纂1300年記念
2012

淡路島ロングライド150

　淡路島を一周するサイクリングイベント「淡路島ロングラ
イド150」が開催され、全国から集まる2,000人の参加者が
カラフルなコスチュームで走り抜きます。秋の淡路島を力の
限り疾走する選手たちをおもてなしの心で応援しましょう。ま
た、コース上における交通安全面でのご協力もお願いします。

❺

❶

❷
❸

❹

中津川組

立川水仙郷

海上自衛隊跡地

淡路島ロングライド150開催に伴う

全面通行止め区間
5：45～7：00

10：40～16：00

6：40～8：50

7：45～10：50

9：00～13：10

9：35～14：20

６：30～10：40
７：00～10：40

明石海峡公園

28.5

60.8

97.6

116.5

問2012淡路島ロングライド150大会現地事務局
　（淡路島くにうみ協会内）☎38-4090

日時：10月14日（日）午前５時45分～  
場所：明石海峡公園スタート

淡路島を時計回り１周150㎞

関西ご当地グルメ博
　加古川かつめし、姫路ちゃんぽん焼、大阪餃子道場など関

西各地のグルメが楽しめます。

日時：10月13日（土）～14日（日）
　　　午前11時～午後５時
場所：明石海峡公園　海岸口ゲート周辺
問淡路島観光協会☎25-5820

通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
い
ま
し
た　

　

全
国
で
、通
学
途
中
の
小
学
校
児

童
が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い
事
故

が
多
発
し
て
い
る
今
日
、市
で
は
こ

う
い
っ
た
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、市
内
全
小
学
校
の
通
学
路
の
安

全
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
抽
出
し
た
50
の
通

学
路
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、学
校
・
警

察
・
道
路
管
理
者
な
ど
が
実
際
に
現

地
を
調
査
し
、子
ど
も
目
線
で
の
危

険
度
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た

め
、今
後
、横
断
歩
道
の
新
設
・
注
意

喚
起
の
看
板
や
道
路
面
表
示
の
設

置
・
カ
ラ
ー
舗
装
・
道
路
修
繕
等
の

安
全
対
策
が
一
刻
も
早
く
実
現
出

来
る
よ
う
、各
関
係
機
関
で
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
は
、地

域
全
体
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　市税は、市民に安定した行政サービスを行うた
めの大切な財源です。再三の催告にもかかわらず、
いまだに納付をされていない人がいます。昨年度に
引き続き県庁職員と共同で呼出しや訪問等を行い、
滞納者に対し、厳しい姿勢で徴収に望みます。
　市では納税の公平性を確保するために、滞納処
分（差押、タイヤロック等）を実施しています。10月中
ごろに、納付をいただいていない、すべての滞納者
に対して催告書が送付されますので、納付が遅れて
いる人、忘れていた人は、至急納めていただきますよ
うお願いします。
　もし、やむをえない事情で納期内納付に無理が生
じた場合、早めに収税課窓口で納付計画等ご相談
ください。

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

行
の
見
直
し
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
こ
と
で
、
継
続
的
に
評
価
、
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
生
活
交
通
を

持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
確
保
・

維
持
・
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

淡
路
島
の
中
学
生
が
韓
国
南
海
郡
で
交
流

▲マスコットキャラクターと写真を撮る家族

▲外ではヨーヨー釣りなどが
　行われました
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市債(借金）残高の状況
23年度末 市民1人当たり

一般会計市債残高 373億2,807万円 73万1,679円

基金（貯金）残高の状況
23年度末 市民1人当たり

一般会計基金残高 73億7,951万円 14万4,648円

　平成23年度一般会計の決算額は、収入260億9,641万円、支出249億4,297万円でした。そのうち平成24年

度へ事業を繰り越して使う資金などを差し引いた実質的な収支は、8億312万円の黒字（単年度※では7億5,456

万円の黒字）で、収支バランスのとれた決算となりました。
※単年度は前年度からの繰越金や財政調整基金積立額、市債の繰上償還額を除いたもの

平成23年度 決算状況報告

収入　260億9,641万円（22年度比－0.7％）

一般会計

民生費（＋1.3％） 63億1,495万円

公債費（－13.6％） 43億2,003万円

総務費（＋10.4％） 27億3,553万円

教育費（＋7.7％） 24億8,303万円

土木費（＋8.8％） 21億8,231万円

農林水産業費（－4.5％） 20億2,927万円

衛生費（－2.2％） 16億5,842万円

消防費（＋8.2％） 9億3,928万円

商工費（－8.0％） 5億6,540万円

議会費、災害復旧費
労働費、諸支出金
（－12.8％） 17億1,475万円

25.3％

17.3％

  11.0％

  10.0％

  8.7％

  8.1％

  6.6％
  3.8％

  6.9％
  2.3％

（　）内は、対22年度比

地方交付税（＋3.8％） 99億5,835万円

市税（＋0.6％） 59億9,094万円

市債（＋6.7％） 23億7,760万円

国庫支出金（＋7.1％） 21億6,296万円

県支出金（－2.6％） 16億8,158万円

諸収入（－52.0％） 6億8,088万円

使用料・手数料（－2.3％） 5億8,828万円

繰入金（－8.3％） 3億8,349万円

その他（－1.9％） 22億7,233万円

38.2％

23.0％

  8.3％

  2.6％
  6.4％

  2.2％

（　）内は、対22年度比

健全化判断比率（速報）　　　　　　　　　（単位：％）
指標

南あわじ市 早期健全
化基準

財政再生
基準23年度 22年度

実質赤字比率
（普通会計の赤字から財政運営の
深刻度を見る比率）

－ － 12.65 20.00

連結実質赤字比率
（全ての会計の赤字から財政運営
の深刻度を見る比率）

－ － 17.65 35.00

実質公債費比率
（借金の返済額等の大きさから資
金繰りの危険度を見る比率）

16.1 18.2 25.0 35.0

将来負担比率
（市が抱える負債の残高から将来財
政への圧迫度を見る比率）

158.7 185.5 350.0 － 

※赤字が生じない場合は、「－」と表示

資金不足比率（速報）　　　　　　　　　　（単位：％）
指標

南あわじ市 経営健全
化基準

備考
23年度 22年度

資金不足比率
（企業会計の資金不足割合から経
営状況の深刻度を見る比率）

－ － 20.0 会計毎に
算定

※資金不足が生じない場合は、「－」と表示
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固
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築
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０
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６
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収
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支
出
面
で
は
、
新
庁
舎
建
設
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業
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事

業
、
淡
路
人
形
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館
建
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事
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、

小
中
学
校
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舎
等
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模
改
造
工

事
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
23
年
度
は
、
台
風
・
大

市民一人当たりに使った

お金に換算すると・・・　　➡ 48万8,915円
※23年度末住民基本台帳
   人口51,017人で算出

雨
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
た
こ
と

か
ら
、
農
地
や
道
路
・
河
川
、
公

共
施
設
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
に

も
対
応
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
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、
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全
で
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心
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ま

ち
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く
り
の
た
め
、
新
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に
Ｊ
‐
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ラ
ー
ト
（
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国
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ス

テ
ム
）
を
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備
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、
緊
急
地
震
速

報
や
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波
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報
な
ど
の
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を
防

災
無
線
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で
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動
で
放
送
す
る
シ
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テ
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を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
残
高
は
定
時
償
還

に
加
え
、
約
３
億
円
の
繰
上
償
還

を
実
施
し
た
こ
と
で
、
前
年
度
よ

り
約
13
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

406.8

441.0

457.8
453.1450.1

400

430

460

H17 H18 H19 H20 H21

（億円）

（年度）

380

430

480

370

410

450

H23H22H21H20H19H18 （年度）

（億円）

453.1

457.8

441.0

406.8

386.1

373.3

30

40

50

60

70

80

H23H22H21H20H19H18

（億円）

（年度）

40.2 43.0
47.1

50.5

63.7

73.8

  9.1％

  1.5％
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23

支出  249億4,297万円（22年度比－1.4％）

▲総務費＝１億3,087万円。自主制作番組のデジ
　タル化や取材・編集機器の更新を行いました

ケーブルテレビ放送施設ＨＤ化工事

▲民生費＝404万円。子育て家庭を応援するサイ
　ト（http://www.yumerun-net.jp/）。登録制メ
　ルマガでは、子育ての助けとなる情報を配信

■この決算状況を「月収30万円の家計」に例えると・・・

収入 支出

給与 30万円
（－8,000円）

食費
（人件費）

 6万6,700円
（－2,000円）

うち基本給

（市税など）
25万3,100円

（＋3,900円）
医療費
（扶助費）

 　4万9,700円
（＋1,600円）

諸手当
（特別地方交付税、
  使用料など）

4万6,900円
（－1万1,900円）

ローンの返済
（公債費）

 　6万9,000円
（－1万,900円）

前月からの繰越金
（繰越金）

1万5,800円
（＋4,500円）

光熱水費や通信費など
（物件費）

　　5万300円
（＋2,800円）

親からの援助
（国・県支出金）

6万1,400円
（＋1,700円）

家・車・電化製品の修理や買換
（維持補修費、普通建設事業費）

　　5万400円
（＋9,900円）

銀行からの借入
（市債）

3万8,000円
（＋2,400円）

交際費・子どもへの仕送り
（補助費、繰出金など）

9万4,500円
（＋1,400円）

貯金の取り崩し
（基金繰入金）

1,800円
（－3,200円）

貯金
（積立金）

 　1万7,900円
（－8,400円）

計 41万7,000円
（－2,600円）

計 39万8,500円
（－5,600円）

（　）内は、22年度との比較

毎月の出費が約40万円。月収30
万円では足りません。不足分を親か
らの援助や銀行からの借入、貯金
の取り崩しでまかなっています。

義
務
的
経
費
＝
南
あ
わ
じ
市
46
・
５
％

来月への繰越金
 　 1万8,500円（＋3,000円） ▲教育費＝１億9,497万円。淡路人形浄瑠璃の

　保存・伝承活動の拠点施設として新会館を建設

淡路人形会館建設事業

▲農林水産費＝2,124万円。つくり育てる漁業促
　進のため、並型魚礁の設置を行いました

並型魚礁の設置

市税の納付状況
区分 23年度末 市民1人当たり

市民税 21億1,228万円 4万1,403円

固定資産税 33億2,328万円 6万5,141円

軽自動車税 1億6,359万円 3,207円

市たばこ税 3億5,271万円 6,913円

入湯税 3,908万円 766円

合計 59億9,094万円 11万7,430円

これが多いと、一般家庭のエンゲル
係数が高いことと同じで、家計にあ
まり余裕がないことを意味します。

問財政課☎50-3033

議会費、災害復旧費
労働費、諸支出金

子育て支援サイト「ゆめるんネット」構築
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　市職員の任免や給与の実態をお知らせします。詳細は、

市のホームページと総合窓口センターで閲覧できます。

問総務課☎ 43-5001

（２）職員の給与と服務の状況
１　人件費（一般会計決算）

区分 住民基本台帳 歳出額 人件費 人件費率

22年度
51,450

人

25,293,555

千円

4,402,478

千円

17.4

％

23年度
51,017

人

24,942,970

千円

4,271,130

千円

17.1

％

※人件費には、市長・議員等特別職の給与や報酬などを含みます

３　職員給与費（23年度一般会計決算）

職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）給料 期末・勤勉手当 職員手当 計（Ｂ）

483人
1,787,941

千円

644,433

千円

246,981

千円

2,679,355

千円

5,547

千円

※職員数は24年３月31日現在の一般会計の人数です

（１）職員の任免および職員数に関する状況
１　職員の採用・退職の状況

【採用】24年４月１日付 【退職】23年４月～24年３月末
事務職 保健師 定年退職 勧奨退職 普通退職 計

７人 １人 15人 ９人 ３人 27人

５　期末・勤勉手当、退職手当（24年４月１日現在）

期末・勤勉手当支給割合 退職手当支給割合

支給期 期末手当 勤勉手当 区分 自己都合 勧奨・定年

６月期 1.225月分 0.675月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分

12月期 1.375月分 0.675月分 勤続30年 41.50月分 50.70月分

合計 2.600月分 1.350月分 最高限度 59.28月分 59.28月分

２　ラスパイレス指数（23年度）

南あわじ市 類似団体平均 全国市平均

96.6 96.9 98.8

※ラスパイレス指数＝国家公務員の給与水準を100
　とした場合の地方公務員の給与水準を示します

８　行政職の級別職員数（24年４月１日現在）

区分 主な役職 職員数 構成比

７級 部長・参与 15人 3.1％

６級 次長・課長 54人 11.0％

５級 課長・主幹 58人 11.9％

４級 課長補佐 127人 26.0％

３級 係長・主査 180人 36.8％

２級 主事 27人 5.5％

１級 主事 28人 5.7％

計 489人 100.0％

人事行政
　運営状況を公表

２　職員数の状況（各年度、４月１日現在）

区分
一般行政部門 特別行政部門 公営企業など

合計
福祉以外 福祉 教育 消防 病院 水道 下水道 その他

職
員
数

23年度 249 152 85 １ ７ 18 23 37 572

24年度 251 142 78 1 ７ 18 22 34 553
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４　職員の平均年齢と平均給料月額、平均給与月額（24年４月現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42歳１か月 320,360円 362,005円

技能労務職 43歳３か月 290,559円 332,300円

※平均給与月額＝給料に諸手当を含んだものです
職員手当の内訳
扶養手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、時間外勤務
手当、宿日直手当、 管理職手当

国民健康保険（保険事業）

歳入 66億1,984万円（＋2.6％）

歳出 63億1,989万円（＋1.2％）

基金残高   1億1,567万円（＋17,293.2％）

国民健康保険（直営診療所）

歳入 1億7,831万円（＋55.6％） 

歳出 1億7,817万円（＋55.8％） 

市債残高 　574万円（－12.3％）

老人保健

歳入 10万円（－99.6％）

歳出 10万円（－99.6％）

後期高齢者医療

歳入 11億8,934万円（＋4.5％）

歳出 11億7,795万円（＋4.6％）

介護保険（保険事業）

歳入 41億4,355万円（＋2.9％）

歳出 41億1,575万円（＋2.4％）

基金残高 5万円（－99.9％）

介護保険（介護サービス事業）

歳入 3,431万円（－65.0％）
歳出 3,431万円（－64.2％）

訪問看護

歳入 5,015万円（－2.4％）

歳出 5,015万円（－2.4％）

慶野松原海水浴場

歳入 1,299万円（＋3.7％）

歳出 　808万円（－5.4％）

土地開発(企業団地)

歳入 2,586万円（－83.1％）

歳出 481万円（－96.2％）

市債残高 2億7,400万円（　－　）

土地開発(住宅団地)

歳入 　2,150万円（＋487.2％）

歳出 　1,539万円（＋326.1％）

市債残高 7,400万円（－14.0％）

産業廃棄物最終処分

歳入 1億1,949万円（＋11.5％） 

歳出 7,500万円（－9.4％）

市債残高 　1億805万円（－26.6％）

基金残高 3億8,600万円（＋0.1％）

ケーブルテレビ

歳入 4億6,147万円（＋0.5％）

歳出 4億6,061万円（＋4.6％）

農業共済※２

収益的収入 4億6,148万円（＋1.0％）

収益的支出 4億6,218万円（＋1.4％）

国民宿舎※３

※国民宿舎「慶野
松原荘」の管理・
運営など

※農作物(水稲)
共済、家畜共済な
ど

※｢ケーブルネット
ワーク淡路｣施設
の管理・運営

※企業団地への
企業の誘致を行
い、雇用機会創出
を図る

※デイサービス、
在宅介護支援など

※旧老人保健法
による医療費の給
付など

※産業廃棄物最
終処分場の管理・
運営

※夏季における慶
野松原海水浴場
の各施設の管理・
運営

※保険料の収納、
介護度の認定、各
種介護サービス・
予防事業

※へき地医療を確
保するため診療所
(沼島・灘・阿那賀・
伊加利)を運営

※みどりが丘・松
帆西路団地を造
成・分譲し、定住
促進を図る

※看護師・理学療
法士による訪問及
び居宅介護支援
事業

※後期高齢者医
療制度による医療
費の給付など

※保険税の収納、
医療費・出産育児
一時金の給付な
ど

下水道事業※１

収益的収入 19億4,772万円（＋6.8％）

収益的支出 22億8,645万円（＋4.1％）

資本的収入 16億3,215万円（－32.2％）

資本的支出 25億4,206万円（－21.1％）

企業債残高 303億9,649万円（－0.9％）

※汚水の処理や
施設の整備・管理
など

特別会計

企業会計

※１　処理区域内人口37,069人、水洗化人口24,408人、年間処理水量（①）2,002,311㎥、年間有収水量 （②）1,983,850㎥、有収率（②／①）99.1％、使用料単価  
　　  154.3円/㎥、汚水処理原価617.4円/㎥
※２　水稲引受面積1,931ha、（家畜引受頭数）乳牛9,022頭、肉牛7,293頭、種豚22頭、肉豚2,254頭、園芸施設引受棟数142棟
※３　宿泊15,664人、休憩17,073人

※水道部門は、淡路広域水道企業団への派遣職員です

収益的収入 3億8,647万円（－3.9％）

収益的支出 　4億581万円（－4.5％）

資本的収入 434万円（＋1,341.5％）

資本的支出 4,174万円（＋497.0％）

積立金残高 1億9,548万円（－9.8％）

年齢層別職員の構成比（全職員）

６　年次休暇の取得状況

対象人数 総付与日数 総取得日数 取得率 平均取得日数

402人 15,957日 3,152日 19.75％ 7.84日

※対象人数は、育児休業者や休職者を除いています

７　育児休業、部分育児休業の取得状況（23年度）

区分 取得可能者 取得者 取得率

育児休業（女性） 18人 18人 100.0％

育児休業（男性） 17人 ０人 0.0％

部分育児休業 － ６人 －

※これらの休業制度は無給です

（年度）
90

95

100

H23H22H21H20H19

95.2
96.2 96.4 96.7 96.6

ラスパイレス指数推移

（　）内は、前年度比

（　）内は、前年度比
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
の
入
所
園
児
を
募
集

保
育
所（
園
）

保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日
＝

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
。
土

曜
日
＝
午
前
８
時
〜
正
午

※
市
立
で
は
平
日
午
後
６
時
ま

で
の
保
育
時
間
の
延
長
サ
ー

ビ
ス（
無
料
）を
実
施

延
長
保
育
（
別
途
料
金
必
要
）

　

市
保
育
所
＝
午
前
７
時
〜
午
後

７
時
※
私
立
保
育
園
の
延
長
時

間
は
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

入
所
要
件　

市
内
に
在
住
し
、

児
童
の
保
護
者
や
同
居
の
親

族
等
が
働
い
て
い
る
な
ど
、

家
庭
で
常
に
保
育
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

保
育
料（
参
考
）　

左
表
の
と
お
り

申
込
方
法　

ご
希
望
の
保
育

所
に
お
子
様
を
連
れ
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
申
込

書
は
保
育
所
に
備
え
付
け
）

市立保育所（園）　　　＜13か所＞
施設名 定員 施設名 定員

倭文保育園 60 榎列保育所 90

広田保育園 150 二宮保育所 60

ちどり保育所 90 八木保育所 120

賀集保育所 120 市保育所 150

北阿万保育所 90 神代保育所 120

阿万保育所 90 志知保育所 45

灘保育所 30

市立幼稚園　　　　     ＜６か所＞
施設名 定員 施設名 定員

湊幼稚園 120 阿那賀幼稚園 80

津井幼稚園 120 伊加利幼稚園 80

丸山幼稚園 80 志知幼稚園 80

※義務教育終了前の兄姉から数えて、第２子目以降の３歳～５歳児保育料は無料と
　なります。ただし、給食費として月額5,000円の負担が必要です
※同一世帯から２人以上の児童が入所している場合は、保育料の軽減があります
※第２・３階層で母子・父子家庭や在宅障害児（者）のいる世帯などは、別途保育料が
　減免されます

幼
稚
園

保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時

休
園
日　

小
学
校
に
準
ず
る

対
象
幼
児　

市
内
在
住
の
満

３
〜
５
歳
児

入
園
料　

３
０
０
０
円

月
額
保
育
料　

保
育
料

１
万
１
３
０
０
円（
減
免
制
度

あ
り
）＋
給
食
費
等
の
諸
費

約
５
０
０
０
円

※
午
後
特
別
保
育
を
希
望
し
な

い
人
は
保
育
料
６
０
０
０
円

受
付
期
間　

11
月
12
日（
月
）

〜
16
日（
金
）。年
度
途
中
か

ら
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す

※
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
広
報
11
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

問
各
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育

課
☎
37
・
３
０
１
８

※
定
員
超
＝
第
２
、３
希
望
の
保

育
所
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
市
外
保
育
所
を
希
望
＝
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
灘
保
育
所
を
希
望
＝
阿
万
保
育

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

申
込
書
配
布
期
間　

10
月
22

日（
月
）〜
27
日（
土
）

受
付
期
間　

10
月
23
日（
火
）

〜
27
日（
土
）

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。平
成

25
年
度
途
中
の
入
所
希
望

者
も
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
各
保
育
所
・
保
育
園
ま
た
は

福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

【参考】24年度月額保育料（25年度は変更になることがあります）

家屋を滅失した時は、
固定資産税係へ
   「家屋滅失届」
の提出をお願いします。

税務課からのお願い

階層区分
所得税額 

※扶養控除見直し前の旧
税額により再計算した額

保育料（月額）

３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

第１階層 生活保護世帯等 ０円 ０円 ０円

第２階層
０円

市民税非課税世帯 9,000円 6,000円 6,000円

第３階層 市民税課税世帯 １万9,500円 １万6,500円 １万6,500円

第４階層 ４万円未満 ２万8,000円 ２万6,000円 ２万2,000円

第５階層
４万円以上
10万 3,000円未満

３万7,000円 ３万円 ２万7,000円

第６階層
10万 3,000円以上
41万 3,000円未満

４万1,500円 ３万3,000円 ２万2,900円

第７階層
41万 3,000円以上
73万 4,000円未満

４万5,000円 ３万6,000円 ３万2,000円

第８階層 73万 4,000円以上 ４万8,000円 ３万9,000円 ３万5,000円

市立保育園　　　　     ＜４か所＞
施設名 定員 施設名 定員

松帆北保育園 40 福良保育園 50

松帆南保育園 130 ぬしま保育園 20

　

な
な
い
ろ
館
テ
ナ
ン
ト
募
集

　

ふ
る
さ
と
活
性
化
セ
ン
タ
ー

「
な
な
い
ろ
館
」１
階
の
テ
ナ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件　

❶
市
内
業
者
で

あ
る
❷
事
務
所
と
し
て
使
用

す
る（
ガ
ス
、水
道
無
し
）

月
額
賃
料　

施
設
使
用
料

（
３
万
１
１
３
０
円
）
＋

空
調
点
検
料
＋
電
気
料
金

申
込
締
切　

10
月
19
日
（
金
）

申
込
方
法　

申
込
書
を
商
工

観
光
課
に
持
参

※
申
込
書
は
商
工
観
光
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

松井開発運輸㈱
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

　
南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
海
溝

型
巨
大
地
震
が
発
生
、市
内
で
最

大
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測
し
、大

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の

想
定
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
前
８
時
〜
10
時

場
所　

湊
小
学
校
（
メ
イ
ン

会
場
）、
福
良
小
学
校
、
各

自
治
会
公
会
堂
・
集
会
所
等

※
開
始
は
屋
外
サ
イ
レ
ン
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
徒
歩
で

避
難
し
て
く
だ
さ
い

湊
小
学
校
で
の
訓
練

　

地
震
・
津
波
情
報
収
集
、津

波
避
難
誘
導
訓
練
、避
難
所

開
設
・
運
営
訓
練
、煙
体
験
ハ

ウ
ス
設
置
、防
災
グ
ッ
ズ
展

示
、救
命
講
習
、防
災
教
育
等

福
良
小
学
校
で
の
訓
練

　

福
良
地
区
現
地
指
揮
所
開

設
・
運
営
訓
練

各
自
治
会
で
の
訓
練

　

自
主
防
災
訓
練
、
消
防
団
非

常
呼
集
訓
練

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
、
家
族
で
収
穫
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
申
込
者
に
は
、
現
地
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
日
時
・
園
地

な
ど
の
案
内
書
を
後
日
お

送
り
し
ま
す

み
か
ん
園
地　

❶
倭
文
＝
松
井
農
園
・
北
谷
敏

枝
農
園
・
北
谷
清
美
農
園
・

大
上
農
園
・
原
上
農
園

❷
湊
＝
垣
農
園
・
豊
田
農
園

み
か
ん
の
木
オ
ー
ナ
ー
料 

　

一
本
あ
た
り
３
０
０
０
円
〜

　

１
万
円

募
集
締
切　

10
月
20
日
（
土
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す

問
み
か
ん
の
木
オ
ー
ナ
ー
協
会

事
務
局
☎
46
・
０
８
５
５

い
き
い
き
百
歳
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

　

地
域
の
い
き
い
き
百
歳
体
操

を
支
援
す
る
た
め
に
、
指
導
方

法
や
注
意
点
を
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
８
・
15
・
22
・
29
日

（
木
）午
後
１
時
15
分
〜

場
所　

南
淡
公
民
館

申
込
締
切　

11
月
２
日
（
金
）

※
モ
デ
ル
事
業
参
加
者
除
く

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
44
・
３
０
０
６

百
歳
体
操
交
流
大
会

　

日
頃
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
他

の
グ
ル
ー
プ
と
情
報
交
換
を
し

た
り
、全
員
で
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

南
淡
公
民
館

対
象　

地
域
で
い
き
い
き
百
歳

体
操
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

申
込
方
法　

申
込
用
紙
を
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
出

申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
44
・
３
０
０
６



広報 

　 さんさんネットの番組案内
午前６時～ お知らせ①
午前７時～ さんさんニュース
午前８時～ いきいきライフ
午前９時～ さんさん企画番組
午前10時～ お知らせ①
午前11時～ 市役所からのお知らせ
正午～ さんさんニュース
午後１時～ さんさん企画番組
午後２時～ いきいきライフ
午後３時～ 市役所からのお知らせ
午後４時～ お知らせ②
午後５時～ 他局との交換番組
午後６時～ さんさん企画番組
午後７時～ さんさんニュース
午後８時～ いきいきライフ
午後９時～ さんさん企画番組
午後10時～ さんさんニュース
午後11時～ さんさんニュース（再放送）
深夜０時～ さんさんニュース

お知らせ

1415 2012.10.1発行

　体育会や市議会

放送等の長編番組

は、土曜・日曜の午前

８時、午後１時～の

さんさん特集拡大版

として不定期で放送

します。

　詳しい番組の内容

については、放送日

の一週間前よりテレ

ビのリモコンで番組

表ボタンを押すと確

認・視聴予約ができ

ます。

今月の見どころ

　辰美小、御原中など

各学校の体育祭、アジ

ア国際子ども映画祭ブ

ロック大会等です。

　 　

家
畜
の
ふ
ん
尿
中
に
は
肥
効

成
分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
生
の
ま
ま
農
地

に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
ふ
ん
尿

の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
雑
草
の

種
子
が
発
芽
し
て
作
付
作
物
と

喧
嘩
し
て
、
悪
影
響
が
出
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
悪
影

響
を
取
り
の
ぞ
く
た
め
家
畜
ふ

ん
尿
の
堆
肥
化
を
行
い
ま
す
。

　

堆
肥
化
の
目
的
は
こ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
臭
気
が
強
く
、

水
分
が
多
く
ベ
ト
ベ
ト
と
し
て
汚

物
感
の
あ
る
生
ふ
ん
か
ら
、
臭
気

や
汚
物
感
を
少
し
で
も
取
り
の
ぞ

き
、
使
用
者
や
周
辺
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
理
由
で
す
。

　

最
近
は
、
人
の
健
康
や
環
境

に
対
す
る
配
慮
が
強
く
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
次
に
あ
げ
て
い
る
点
に
特

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

堆
肥
を
田
畑
に
入
れ
る
と
き

　

天
候
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

早
急
に
鋤
き
込
む
な
ど
、
近
隣

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

堆
肥
化
す
る
と
き　

　

自
分
の
ほ
場
で
家
畜
の
ふ
ん

尿
を
堆
肥
化
す
る
と
き
な
ど

は
、
シ
ー
ト
で
覆
い
を
す
る
な

ど
、
臭
い
対
策
や
雨
水
対
策
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
天
候
を
考

え
て
切
り
返
し
を
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

家
畜
ふ
ん
尿
の
野
積
み
・

投
棄
は
絶
対
禁
止
で
す
！

　

家
畜
ふ
ん
尿
は
家
畜
排
せ
つ

▲シートなどを利用した簡易処理の例

資源を生かし、環境を守る

被覆シート

汚水貯蔵槽

遮水シート

⇨

⇨
遮水シート

野積み

素掘り

雨よけシート

↑

↑

↑

↑

×
堆肥

×

○

○汚水

ふん

家
畜
排
せ
つ
物
の
堆
肥
化

物
法
に
よ
り
、
適
切
な
処
理
を

す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
適
正
処
理
な
ど
の
義
務
を

履
行
せ
ず
、
行
政
の
「
命
令
」

を
受
け
て
も
改
善
し
な
い
場
合

は
、
最
高
50
万
円
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

　
国
民
年
金
の
若
者
納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人

は
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
こ
の
申
請
を
行
わ

ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す

る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
10
月
は
土
地
月
間
で
す

　

10
月
は
、
土
地
関
係
施
策
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
「
土

地
月
間
」
で
す
。
土
地
関
係
施

策
に
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

土
地
の
先
買
い
制
度

　

土
地
の
先
買
い
制
度
と
は
、

県
や
市
等
が
都
市
の
健
全
な
発

展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
促
進
す

る
た
め
に
、必
要
な
土
地
を
計

画
的
に
取
得
す
る
制
度
の
こ
と

で
す
。一
定
面
積
以
上
の
土
地

を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、市
に

届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、虚
偽
の

届
出
を
し
た
場
合
、罰
則
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。届
出
は

土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
日
の

３
週
間
前
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
取
引
の
届
出

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
し
た
場
合
は
、契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間

以
内
に
市
を
経
由
し
て
知
事
に

届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
都
市
計
画
課

　

☎
37
・
３
０
１
６

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

障
害
者
虐
待
の
防
止
、障
害
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律（
障
害
者
虐
待
防

止
法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。障

害
者
虐
待
の
防
止
な
ど
に
関
す

る
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務

な
ど
と
と
も
に
、国
民
の
通
報
義

務
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障

害
者
を
発
見
し
た
り
、相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
障
害
者
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
虐
待
と
は　

❶
身
体

に
傷
や
痛
み
を
負
わ
せ
る
暴

行
を
加
え
る
な
ど
の
身
体
的

虐
待
❷
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
性

的
虐
待
❸
侮
辱
し
た
り
す
る

よ
う
な
言
動
な
ど
の
心
理
的

虐
待
❹
世
話
の
放
棄
❺
本
人

の
同
意
な
し
に
財
産
な
ど
を

使
う
経
済
的
虐
待

問
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
・
４
８
２
０

　
沼
島
地
区
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
募
集

　

沼
島
地
域
を
活
性
化
し
、定

住
を
促
進
す
る
た
め
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

要
件　

❶
都
市
地
域
か
ら
沼

島
地
域
へ
住
民
票
を
異
動
し

居
住
で
き
、
平
成
24
年
10
月

１
日
現
在
で
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
❷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
に
精
通
し
、
沼
島
地
区

の
活
性
化
に
意
欲
が
あ
り
協

調
性
の
あ
る
人

定
員　

２
人

期
間　

平
成
24
年
12
月
１
日

か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日

（
最
長
で
３
年
継
続
）

賃
金　

時
給
９
０
０
円

申
込
方
法　

所
定
の
書
類
を

準
備
し
、
市
長
公
室
へ
提
出

申
込
締
切　

10
月
22
日
（
月
）

選
考
方
法　

書
類
審
査
の
上
、

合
格
者
は
面
接
を
11
月
10

日
（
土
）
に
沼
島
に
て
実
施

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー    

ジ
を
ご
覧
下
さ
い

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

　 「
西
淡
中
学
校
」校
歌
の
歌
詞
を
募
集

　

御
原
中
学
校
と
辰
美
中
学
校

が
統
合
し
、
平
成
25
年
４
月
１

日
に
「
西
淡
中
学
校
」
が
開
校

す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
校
歌
の
歌
詞

を
公
募
し
ま
す
。

応
募
要
件　

❶
地
域
性
が
感

じ
取
ら
れ
、心
豊
か
な
生
徒
を

育
む
校
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
で
あ
る
こ
と
❷
歌
詞
が
３

番
ま
で
あ
る
こ
と
❸
自
作
で

未
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と

※
応
募
作
品
の
取
り
扱
い
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

対
象　

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

応
募
方
法　

Ａ
４
程
度
の
紙

に
歌
詞
を
書
き
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

学
校
教
育
課
に
提
出

応
募
期
間　

11
月
16
日（
金
）

ま
で

問
学
校
教
育
課

　

☎
37
・
３
０
１
８
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お知らせ

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
少
女
バ
レ
ー
淡
路
選
手
権

　
　
（
８
月
11
・
12
日
、
市
小
学
校
他
）

▽
②
市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◆
近
畿
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

　
（
８
月
25
日
、
堺
市
大
浜
体
育
館
）

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①
市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ

◆
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
会

連
絡
協
議
会
将
棋
大
会

　
　
（
８
月
25
日
、洲
本
総
合
庁
舎
）

▽
小
学
生
低
学
年
の
部
③
西
久
保
慶

人（
辰
美
小
）▽
小
学
生
高
学
年
の
部

②
中
村
太
郎（
北
阿
万
小
）③
安
田
裕

喜（
北
阿
万
小
）

◆
南
淡
夏
季
囲
碁
大
会

　
　
　
（
８
月
26
日
、南
淡
公
民
館
）

▽
Ａ
級
①
増
田
博
茂（
神
代
）②
萩
原

政
夫（
福
良
）③
浦
瀬
正
造（
福
良
）▽

Ｂ
級
②
坂
本
昌
穂（
倭
文
）③
平
野
進

（
賀
集
）
▽
Ｃ
級
①
白
川
利
積
（
神

代
）②
鈴
木
秀
明（
阿
万
）

◆
兵
庫
県
肢
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
９
月
１
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム
）

▽
団
体
の
部
①
南
淡
▽
個
人
の
部
①

川
崎
春
子（
阿
万
）

◆
市
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

　
（
９
月
２
日
、西
淡
社
教
セ
ン
タ
ー
）

▽
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
三
宅
孝
幸
②
山

根
充
裕
③
堀
井
貞
幸
▽
男
子
Ｂ
ク
ラ

ス
①
船
木
聖
②
伊
藤
稔
③
後
藤
充
弘

▽
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
西
岡
美
保
②
前

原
幸
代
③
高
見
佐
千
子

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　お気軽にお電話下さい            　　どんな仕事でもご相談下さい

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

耕
作
放
棄
地
に
果
樹
を
植
え
ま
せ
ん
か

　

農
地
を
有
効
利
用
す
る
た

め
、次
の
❶
〜
❸
の
要
件
を
全

て
満
た
す
農
家
に
果
樹
の
苗
を

無
償
で
配
布
し
ま
す
。

要
件　

❶
耕
作
を
放
棄
し
て

い
る
農
地
を
再
生
し
定
植
す

る
❷
果
樹
栽
培
で
近
隣
の
農

地
や
農
作
物
に
悪
影
響
が
な

い
❸
今
後
、
園
地
を
管
理
し

て
収
穫
・
販
売
が
で
き
る

苗
の
配
布　

イ
チ
ジ
ク
、
柑

橘
類
等

申
込　

住
所
、
氏
名
、
植
栽

場
所
の
地
番
・
面
積
、
苗
の

種
類
・
本
数
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
受
付
後
、
現
地
確
認

を
行
い
可
否
を
決
定
し
ま
す

申
込
締
切　

10
月
19
日（
金
）

問
農
業
振
興
協
議
会
（
農
林
振

興
課
内
）
☎
43
・
５
０
２
５

農地を再生した事例。再生
前（上）、再生後（下）

　
ポ
イ
捨
て
・
ふ
ん
害
を
無
く
そ
う

　

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
飼
い
犬
の
フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
り
、
飼
い
犬
や
猫

が
他
人
の
土
地
で
フ
ン
を
し
な

い
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課

　

☎
43
・
５
０
２
４

若い有権者を対象とした
期日前投票立会人登録募集
　若い世代に政治や選挙に関心を持ってもらい、選挙をもっと身近なものに

感じてもらうため、若い有権者を対象に期日前投票立会人を募集します。 　

　
児
童
手
当
の
支
払
い
日

　

10
月
分
以
降
の
児
童
手
当
に

つ
い
て
、平
成
24
年
６
月
〜
９
月

分
は
10
月
10
日（
水
）、平
成
24

年
10
月
〜
平
成
25
年
１
月
分
は

平
成
25
年
２
月
８
日（
金
）に
そ

れ
ぞ
れ
支
払
う
予
定
で
す
。な

お
、振
り
込
み
通
知
は
お
送
り

し
ま
せ
ん
の
で
通
帳
の
記
帳
を

し
て
確
認
し
て
下
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

福祉タクシー（車いす、ストレッチャー対応）
運転代行 好評運行中！
（24時間受付）

問市明るい選挙推進協議会☎43-5004

《期日前投票立会人Q&A》
Ｑ、選挙制度について難しいことは分からないので
　 すが、期日前投票立会人に登録できますか？

Ｑ、何時から何時まで従事しますか？

Ｑ、期日前投票立会人に登録されても、用事で立会
　えない場合はどうすれば良いですか？

http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/site/keihatsu/wakaitatiaininn.html

期日前投票立会人に関する内容や登録申請書については市ホームページに掲載しています。

■応募資格
　①投票日現在に市選挙人名簿に登録されている40歳
　　未満の人
　②特定の候補者の選挙運動や政治活動を行っていない人

■申込方法
　「期日前投票立会人登録申込書」に必要事項を記入の　
　上、明るい選挙推進協議会に提出

■立会期間
　選挙期日の告(公)示日の翌日から投票日の前日までの
　間の希望する日
　※選挙、期日前投票所によって期間が異なります

■報酬
　日額9,500円
　※規定の源泉所得税を控除。交通費無支給
　※昼食、夕食は選挙管理委員会で用意します

A、はい、登録できます。選挙管理委員会から期日前
投票立会人の役割に関するしおりを送付
いたします。主な役割は、投票所の開閉立
会や投票前に投票箱が空であることを確
認、投票用紙の交付の立会などです。

A、従事時間は午前８時30分から午後８時までで
　　す。ただし投票所において従事時間は異なり
　　ます。また原則１日ですが、半日でも従事でき
　　ます。なお、服装に関しては節度ある服装でお
　　願いします。

A、期日前投票立会人候補者名簿に登録された
　　人に対しては、選挙前に立会従事  
　  できるかどうか、また希望日等を事  
　   前に確認します。

若い有権者の皆さん
まずは登録よろしくお願いします

みなとタクシー☎36-2880、中央タクシー☎42-0179、鳴門タクシー☎52-0298

●南あわじ市「外出支援サービス事業」の
   契約業者です。
●予約制。当日朝でもOK。年中無休。



募　

集

ご
案
内

公
営
住
宅
入
居
者

❶
政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
等
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

▽
丸
山
漁
民
住
宅（
阿
那
賀
）

　

１
戸
、
１
棟
５
０
２
号
、

３
D
Ｋ
、
単
身
不
可
、
昭

和
56
年
度
建
築
。
家
賃
月

額
１
万
３
９
０
０
円
〜

２
万
７
４
０
０
円

▽
富
田
住
宅（
神
代
）

　

１
戸
、
Ｃ
棟
２
０
２
号
、

３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
平

成
７
年
度
建
築
。
家
賃

月
額
１
万
９
２
０
０
円
〜

３
万
７
８
０
０
円

▽（
随
時
）志
知
住
宅（
志
知
）

　

１
戸
、
１
棟
４
０
２
号
、

３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、

昭
和
49
年
度
建
築
。
家
賃

月
額
1
万
７
０
０
円
〜

２
万
１
１
０
０
円

▽（
随
時
）伊
加
利
団
地（
伊
加
利
）

　

２
戸
、
B
棟
14
号
・
18
号
、

３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
昭

和
54
年
度
建
築
。
家
賃
月

額
1
万
４
０
０
０
円
〜

２
万
７
５
０
０
円

❷
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽（
随
時
）さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

３
戸
、
や
え
棟
１
‐
２
号
・

３
‐
１
号
・
３
‐
２
号
、

３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
平

成
10
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

６
万
３
２
０
０
円
、
駐
車
１

台
月
額
２
５
０
０
円

❶
・
❷
共
通
事
項

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
締
切　

10
月
15
日（
月
）

▽
公
開
抽
選　

10
月
24
日（
水
）

　

午
前
10
時
。西
淡
公
民
館

※（
随
時
）の
記
載
が
あ
る
も
の
は

先
着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

卓
球
個
人
戦
市
内
大
会

▽
内
容　

ダ
ブ
ル
ス
と
シ
ン
グ
ル

ス
の
リ
ー
グ
戦

▽
日
時　

10
月
14
日
（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

在
職

▽
持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
等

▽
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料

▽
申
込
締
切　

10
月
７
日
（
日
）

問
三
原
健
康
広
場
☎
42
・
５
６
３
０

入
学
祝
金
「
ふ
れ
あ
い
振
興

商
品
券
」
の
使
用
期
限

　

平
成
24
年
度
小
学
校
入
学
児

童
の
保
護
者
に
５
月
に
お
送
り

し
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い
振
興
商

品
券
」
の
使
用
期
限
は
11
月
12

日
（
月
）
ま
で
で
す
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

淡
路
花
祭
２
０
１
2
秋

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
島
内
全
域
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▽
期
間　

11
月
18
日
（
日
）
ま
で

問
あ
わ
じ
花
み
ど
り
回
廊
・
淡
路 

　

花
祭
推
進
協
議
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

法
の
日
相
談
会

▽
内
容　

司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
行
政
書
士
及
び
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
相
談

▽
日
時　

10
月
１
日
（
月
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

秋
の
特
設
行
政
相
談

▽
内
容　

行
政
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
日
時　

10
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

淡
路
子
ど
も
の
心
研
修
会

▽
内
容　

特
別
支
援
教
育
の
こ
れ

か
ら
|
学
習
支
援
と
は
、
学
習

に
困
難
の
あ
る
子
ど
も
を
中

心
に
|

▽
日
時　

10
月
20
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜

▽
場
所　

市
役
所
中
央
庁
舎

▽
定
員　

80
人

問
た
な
か
医
院
☎
45
・
１
５
９
９

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

施
設
一
般
公
開

▽
内
容　

日
本
の
灯
台
の
パ
ネ
ル

展
示
、
日
本
近
海
の
海
底
地
形

図
の
展
示
、
屋
上
か
ら
の
明
石

海
峡
大
橋
の
パ
ノ
ラ
マ
大
展
望

▽
日
時　

11
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン

タ
ー

問
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
９
・
82
・
３
０
５
０

瓦
ば
ん

情
報
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Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
祭

　

兵
庫
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校

で
学
園
祭
を
開
催
し
ま
す
。

▽
内
容　

寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト

や
小
学
生
に
よ
る
絵
画
展
の

ほ
か
、
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
出
店

▽
日
時　

11
月
３
日
（
土
）、
４
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
兵
庫
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校

　

☎
０
７
９
９
・
82
・
３
１
３
１

い
ざ
な
ぎ
の
丘
元
気
っ
子
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

▽
内
容　

手
作
り
体
験
や
地
場
産

業
体
験
、
子
ど
も
の
活
動
発
表

な
ど

▽
日
時　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

淡
路
文
化
会
館

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

暴
力
追
放
・
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
市
民
大
会

　

防
犯
功
労
者
の
表
彰
や
講
演

会
、
淡
路
三
原
高
校
郷
土
部
に
よ

る
戎
舞
や
福
童
に
よ
る
だ
ん
じ
り

唄
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

問
南
あ
わ
じ
防
犯
協
会

　

☎
42
・
０
７
５
１

江
埼
灯
台
一
般
公
開

▽
日
時　

11
月
３
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

江
埼
灯
台

問
神
戸
海
上
保
安
部
交
通
課

　

☎
０
７
８
・
３
２
７
・
８
８
３
５

陸
の
港
西
淡
の
美
化
活
動

▽
日
時　

10
月
17
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

陸
の
港
西
淡
駐
車
場

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▽
日
時　

10
月
６
日
（
土
）
〜
11

　

月
24
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
費
用　

１
回
５
０
０
円

※
初
心
者
大
歓
迎

問
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
・
２
０
２
７

Ｊ
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー

　

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
の
Ｊ
Ｊ
Ｓ
Ｂ

Ａ
シ
リ
ー
ズ
最
終
戦
が
慶
野
松
原

海
水
浴
場
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
27
日（
土
）、28
日

（
日
）

※
詳
細
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

参
照
く
だ
さ
い

問
日
本
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
協
会

　

☎
０
７
８
・
９
２
９
・
２
０
７
４

あ
わ
じ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
祭
り

食
の
ブ
ラ
ン
ド
「
淡
路
島
」

御
食
国
月
間
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト

　

商
工
会
青
年
部
が
ジ
ェ
ッ
ト
ス

キ
ー
大
会
に
併
せ
て
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
ど
ん
ぶ
り
の
元
に

な
る
白
ご
は
ん
＋
ち
ど
り
絲
み
そ

広報 

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　16日（火）・25日（木）
　　　　13:30～16:30
◆場所　三原市民センター小会議室
問市民課☎43-5023（予約必要）

 消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099

出張消費生活相談
◆日時　２日（火）・９日（火）・16日（火）
　　　　13:30～15:30
◆場所　２日＝緑市民センター、９日＝   
            西淡庁舎、16日＝南淡公民館
問市民課☎43-5023（予約不要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談

◆日時　24日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
　　　　☎0799-64-1199（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　15日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 10月の
　無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
甍
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
11
時

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

汁
を
無
料
で
振
る
舞
い
。
ご
は
ん

の
上
に
乗
せ
る
具
材
（
海
鮮
丼
・

牛
丼
・
焼
肉
丼
な
ど
）
に
対
し
て

代
金
を
払
い
好
き
な
丼
を
自
分
で

完
成
さ
せ
ま
す
。
淡
路
の
旬
の
食

材
を
詰
め
込
ん
だ
『
丼
』
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

10
月
27
日
（
土
）、
28

 

日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
水
浴
場
瓦

　

舞
台
前
特
設
会
場

問
商
工
会
☎
42
・
４
７
２
１

兵
庫
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

（
月
）に
改
正
さ
れ
時
間
額
７
４
９

円
と
な
り
ま
す
。
最
低
賃
金
は

パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
兵
庫
労
働
局
賃
金
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４

▲昨年のジェットスキー大会の模様
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
び
の
扉
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働
く
婦
人
の
家

◆
ミ
ニ
盆
栽
の
寄
せ
植
え

▽
日
時　

10
月
18
日
（
木
）

　

午
後
７
時
30
分
〜

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

▽
申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

◆
創
作
料
理
教
室　

▽
内
容　

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る

創
作
料
理

▽
日
時　

10
月
22
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜

▽
講
師　
「
旬
」
店
長

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

▽
内
容　

生
き
て
い
る
鶏
を
さ
ば

き
、
調
理
し
て
、
食
べ
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
を
学
び
ま
す

▽
日
時　

10
月
27
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　

淡
路
青
少
年
交
流
の
家

▽
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生

※
保
護
者
同
伴
可

▽
費
用　

８
０
０
円

▽
定
員　

10
人

▽
申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０　
　
　
　
　
　

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
13

▽
内
容　

福
良
甲
地
区
に
位
置
す

る
玉
造
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
や
発
掘
の
写
真
を
展
示

▽
期
間　

10
月
中
旬
ま
で

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

一
谷
嫩
軍
記
二
段
目
中

須
磨
浦
組
討
の
段

▽
期
間　

翌
年
８
月
下
旬
ま
で

◆
淡
路
木
偶
作
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

12
月
27
日
（
木
）
ま
で

◆
第
21
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

10
月
25
日
（
木
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
館
蔵
品
展
２

▽
日
程　

10
月
28
日
（
日
）
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

◆
生
誕
１
５
０
年
記
念　
田
中
正

平
展
（
仮
称
）

▽
日
程　

11
月
1
日
（
木
）
〜
翌

年
１
月
14
日
（
月
）

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

シ
モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル
弦
楽
四
重

奏
団
コ
ン
サ
ー
ト

　

世
界
中
が
注
目
す
る
弦
楽
四
重

奏
団
「
シ
モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル
」
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
22
日
（
月
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▽
場
所　

淡
路
市
立
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
ホ
ー
ル

▽
参
加
費　

一
般
１
８
０
０
円
、

小
学
生
〜
大
学
生
８
０
０
円

問
淡
路
市
立
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル

　

☎
０
７
９
９
・
74
・
０
２
５
０

大
谷
玲
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
タ
ル

▽
日
時　

10
月
28
日
（
日
）

　
午
後
２
時
〜

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
参
加
費　

前
売
り
１
０
０
０

円
、
当
日
１
５
０
０
円
、
小
中

高
生
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
西
淡
公
民
館
と
松

帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
販
売

し
て
い
ま
す

問
松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
・
２
１
３
７

　　　

　

85シリ
ーズ

東に降
こう

三
ざん

世
ぜ

明王（向かって右下）、

南に軍
ぐん

荼
だ

利
り

明王（左下）、西に大
だい

威
い

徳
とく

明王（左上）、北に金
こん

剛
ごう

夜
や

叉
しゃ

明王

（右上）を配しています。この配置

は真
しん

言
ごん

密
みっ

教
きょう

に伝承されるもので、

それぞれが背中に火
か

焔
えん

を負い、

手に武器を持ち、忿
ふん

怒
ぬ

の表情をし

ています。

　この図は室町時代後期の天
てん

文
ぶん

17年（1548）に作られた密教絵画

で、平成２年に指定されました。

　志知地区の声
しょう

明
みょう

寺
じ

に、寺
じ

宝
ほう

として伝わる掛
かけ

軸
じく

三
さん

幅
ぷく

の

ひとつにこの図があります。

　五大明王は、五
ご

大
だい

尊
そん

ともいい、不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

を中心として、

市
指　

五ご

大だ

い

明
み

ょ

う

王お

う

像ぞ

う

図ず

▲所
しょ

願
がん

成
じょう

就
じゅ

などの功
く

徳
どく

が
　あると言われています

●ふたつの名前で愛された犬
 平野 敦子作／こば ようこ画（学研パブリッシング）

17年間飼い主を待ち続け
た犬がいた。45年間はぐ
れた犬を思い続けた人がい
た・・・。
茨城県の小さな町で実際に
あった、伝説の忠犬をめぐる
人と犬とのきずなの物語。

●大人のほうがてこず
る算数１日１問
有田 八州穂著（すばる舎）　緑公民館図書室

☎44-3008

●わたしの昔かたり
 宮川 ひろ作（童話屋）

８９歳の児童文学作家・宮川
ひろによる昔かたりを、文と
付属ＣＤで伝える。
「ねずみ経」「さると地ぞう」
「せんがりの田」「ねずみの相
撲」「天から落ちた源五郎」な
ど、全７話を収録する。

●円谷英二（コミック版
世界の伝記） 
坂本 コウ漫画(ポプラ社）三原図書館

●願いがかなうふしぎな
日記
本田 有明著（ＰＨＰ研究所）

シャネルを感動させた手織
物、完全オーダーメイドの
馬具、DVDディスク修復装
置、カキ殻を使ったトイレ浄
水装置…。世界に誇る技術
を持った町工場38社の、大
ヒットを生み出した職人技
とアイデアを紹介する。

西淡公民館図書室
☎37-3028

●どんなときでも
 エマ・ドッド文・絵／とだ ともこ訳（バベルプレス）

嬉しいときもあれば、悲しい
ときもある。いい子にしてい
るかと思えば、悪い子になっ
たり…。子どもの行動を見守
るお母さんゾウの視点から、
親の愛情を描いた絵本。

南淡図書館

●環境・資源・健康を考え
た土と施肥の新知識 
渡辺 和彦、後藤 逸男、小川 吉雄、 
六本 木和夫著(農山漁村文化協会)

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 

日 月 火 水 木 金 土

 　　 1      2　           3      4      5      ６       

 ７     8      9     10    11    12    13             

14    15    16    17    18    19     20    

21       22    23    24    25    26    27    

28    29                  30    31
月末整理

●10月の図書館カレンダー

☎53-0234☎43-5037

●日本の町工場 
 （双葉社）

※○はおやすみです

10月初回トレーニング講習会

日 曜日 第１講習 第２講習

13 土 10:00～ 15:00～

23 火 14:00～ 19:00～

●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円※２回目以降200円 
●講習時間　１時間30分

 コアトレーニング教室

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(全８回）

文化体育館 回数 　　月日 曜日 開始時間
第１回 10月 16日 火 19:30 ～

第２回 10月 30日 火 19:30 ～

第３回 11月 20日 火 19:30 ～

第４回 11月 27日 火 19:30 ～

第５回 12月 11日 火 19:30 ～

第６回 12月 18日 火 19:30 ～

第７回  １月 ８日 火 19:30 ～

第８回  １月 22日 火 19:30 ～

　ボールを使った運動で、肩こり
や腰痛、関節痛などの痛みを改善
する効果があります。

介
護
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
介
護
の
日
」（
11
月
11
日
）
に

あ
わ
せ
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
意
義
や
関
心
を
深
め
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
内
容　

老
い
を
生
き
る
こ
と
を

と
も
に
考
え
る

▽
日
時　

11
月
７
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

兵
庫
県
民
会
館

▽
申
込
締
切　

10
月
25
日
（
木
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会　

☎
０
７
８
・
２
９
１
・
６
８
２
２

第
１
０
２
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　

 「
秋
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。
保
護
者
同
伴

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

第
41
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会

▽
日
時　

10
月
６
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

西
淡
総
合
文
化
展

　

西
淡
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
文

化
展
及
び
、
西
淡
幼
・
保
園
、

小
・
中
学
校
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
。
期
間
中
茶
道
ク
ラ
ブ
に
よ
る

お
茶
席
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
27
日
（
土
）
〜
11

月
４
日
（
日
）

※
盆
栽
・
生
花
展
は
11
月
３
、４

日
。お
茶
席
は
11
月
３
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
ほ
か

問
西
淡
公
民
館
☎
37
・
３
０
２
８

永
田
青
嵐
顕
彰
全
国
俳
句
大
会

▽
応
募
方
法　

未
発
表
の
近
作
２

句
１
組
を
指
定
投
句
用
紙
ま

た
は
２
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
書
き
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
郵
送

▽
応
募
締
切　

11
月
30
日
（
金
）

※
入
選
句
の
発
表
は
平
成
25
年
３

月
頃
と
な
り
ま
す

問
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

▲昨年の文化展の様子

▲日本鉄道㈱時代の田中 
　博士（明治30年代）
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● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とする
64歳以下を対象（要予約）

26 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

   10月の健康カレンダー
● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）

内容  日 曜日　　時間 場所

阿波踊り体操
３ 水

10:00 ～
緑保健福祉セン
ター17 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 18 木 13:15～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（24年６月生）

23 火 12:30～ 13:00

10か月児健康診査
（23年12月生）

16 火 12:30～ 13:00

１歳６か月児健診
（23年３月生）

２ 火 12:30～ 13:00

２歳児歯科健診
（22年７月生）

19 金 13:00～ 13:30

３歳児健康診査
（21年９月生）

９ 火 12:30～ 13:00

強い歯大好き健診
（21年７月･22年１月生）

５ 金 13:00～ 13:45

育児相談
（23年８月生）
（24年３月生）

３ 水

13:00～14:00

南淡福祉保健センター
12 金 西淡保健センター
17 水 緑保健福祉センター
24 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（24年５月生）

25 木  ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室（予約制） 11 木  ９:30～ ９:45
発達支援相談（予約制） 11 木 13:30 ～

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、島内医師が
輪番で小児夜間救急診療を行っています。電話セ
ンターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、
必要な時は当日の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時ま
での間、みなと元気館内の洲本市応急診療所に
おいて、小児科医の輪番による小児救急診療所
を開設し、救急患者に対応しています。

問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ７日（日）穀内勇夫 医師 柴田亮平 医師

 ８日（月）大鐘稔彦 医師 穀内純江 医師

14日（日）浦瀬　巌 医師 友清龍一郎 医師

21日（日）西口　弘 医師 鈴木俊示 医師

28日（日）横山龍治 医師 平山　毅 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

日　時   10月15日（月）11:30～16:00
場　所   南淡公民館
問洲本健康福祉事務所☎26-2068

高齢者を抱える家族の会
認知症高齢者を介護されている人へ
　介護の悩みを抱える人同士が、日ごろの思い
を話す場です。

日　　時　10月10日（水）14:00～15:00

場　　所　三原公民館
問地域包括支援センター☎44-3006

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
15 月 11:30 ～ 16:00 南淡公民館
28 日 10:00 ～ 16:00 シーパ

骨髄等ドナー登録会

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日 曜日　　　時間 場所

食生活ほか健康に関
する講座

19 金 10:00～ 緑市民センター

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

運動教室 18 木 10:00～ 沼島総合センター

● 健康相談
内容  日 曜日　　時間 場所

生活習慣病相談・栄養
相談・血圧測定など

１ 月

９:00～10:30

三原保健センター
12 金 緑保健福祉センター
17 水 西淡保健センター
24 水 南淡福祉保健センター

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）
内容  日 曜日　　  時間 場所

「自分の検査値と生活
を振り返ってみよう」
体重・腹囲・血圧測定（要予約）

22 月 13:30～15:00
三原保健セン
ター

高齢者インフルエンザ予防接種の助成について

　予防接種について

　通常年末から2月にかけて迎える流行のピークに備

えるため、10月から12月中旬くらいまでに予防接種を

受けるのが効果的です。発症する可能性を減らし、もし

　インフルエンザとはウイルスの感染により、38度以上の突然の高熱、

筋肉・関節痛、悪寒、全身のだるさなどの症状が現れるものです。高齢者

などでは肺炎等と併発して重症化することもあります。

　感染を防ぐには　

❶うがい･手洗いを心がける

❷バランスのよい食事をして体力を落とさない

❸十分な休養をとり、疲労を残さない

❹適度な運動を行い、抵抗力を上げる

❺室内の湿度を50～60％に保つ

　市では、インフルエンザの発症及び重症化を予防

するため、高齢者インフルエンザ予防接種に要する

費用の一部を助成します。予防接種を希望する人は

医療機関にご相談ください。

対象　
❶接種日に65歳以上の市内在住の人

❷接種日に60歳以上の市内在住の人で、一定の心

　臓・腎臓もしくは呼吸器の機能、またはヒト免疫不全

　ウイルスによる免疫機能の障害を有する人

接種期間　10月１日～１月31日
自己負担金　1,000円（医療機関の窓口でお支
　　　　　　払いください。ただし生活保護受

　　　　　　 給者は、自己負担金なし）

持参品　健康保険証
※対象❷の人は身体障害者手帳も持参

※生活保護受給者は生活保護受給証明書を持参

問健康課☎44-3004

❶水分を十分に補給する

❷安静にし、十分な休養をとる

❸早めに医療機関を受診して治療を受ける

❹処方薬は指示通り最後まで飲む

　他の人にうつさないために

❶1時間に1回程度、部屋の換気を心がける

❷咳が出るときは、マスクをつける

❸看病する人もマスクをつけ、お世話の後はこまめ

　に手を洗う

❹熱が下がったあとも、2日程度は他の人にうつす可

　能性があるため、熱が下がって症状が治まっても2

　日ほど、自宅療養することが望ましい

　インフルエンザにかかったら

インフルエンザへの対策

インフルエンザ 
みんなで知って、みんなで注意！

　感染しない・させないために

　咳やくしゃみのしぶきには、病原体が含まれて

いるかもしれないので、気をつけましょう。マス

クをせずに咳やくしゃみをすると、ウイルスは2～

3メートル飛ぶといわれています。咳やくしゃみの

際はティッシュなどで口と鼻を押さえ、他の人から

顔をそむけ1メートル以上離れましょう。そして、

鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにふた付き

のごみ箱に捨ててください。もし、咳やくしゃみを

手で覆ったら、手を石鹸で丁寧に洗いましょう。ま

た、咳をしている人にマスクの着用を勧め、使用後

のマスクは放置せずにごみ箱へ捨てましょう。

正しいマスク装着方法
❶鼻と口の両方を確実に覆う

❷ゴムひもを耳にかける

❸フィットするように調整

  STOP!!

　乳がん検診をお申し込みした人で、まだ受診

乳がん検診について

していない人は早めに受診しま

しょう。検診期間は 12月まで

ですが、毎年 11月以降は予約

が大変混み合います。

発症しても重い症状になるの

を防ぎます。特に子どもや高齢

者は予防接種を受けましょう。

ただし、鶏卵アレルギーのある

人は接種を受けるか医師と相

談しましょう。



　

心のかけはし
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　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　10月10日（水）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　今年の夏は４年に一度の　広報クイズ やまの学園

子育て広場

平成24年９月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
９
月
号
の
正
解
は「
良
太
郎
」。66
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●催し※要申込

行事名 日時 費用等
①御原中３年生
　との交流

９、11、16日
９:30～11:00

松帆活性化センター

②市保育所年中
　児との交流

16日
10:00～11:15

働く婦人の家

③ゆめるん運動
　会

20日
10:00～12:00

三原健康広場、大人100円・子
ども500円、200人、11日締
切、水筒・汗拭き・上履き持参

④ 10月のお誕
　生日会

22日
10:45～

働く婦人の家、100円、18日締
切、お茶・お手拭持参

⑤羊毛フリーステ
　ッチ（マフラー）

29日
10:30～11:30

働く婦人の家、大人用800円・
子ども用500円、15日締切

⑥子育てなかよ
　しフェスタ

11月２日
10:30～13:00

三原健康広場、100円、名札・
おにぎり・汁椀・レジャーシー
ト・箸・帽子・お茶・おぼん持参

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

▲地元北阿万地区に凱旋した
　正木選手を歓迎する北阿万
　小学校の後輩たちと地元住民

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 51,075人（前月比－19人）
　（男）　 24,633人（前月比＋３人）
　（女）　 26,442人（前月比－22人）
●世帯数 18,883世帯（前月比＋23世帯）
　　　　　　　　※平成24年９月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
林　　雄真（淡路市）

藤井　吉次（大阪府）

堤　　崇史（神戸市）

山本　栄一（阿那賀）

井上成一郎（福　良）

齋藤　佑弥（　市　）

佐名憲太郎（榎　列）

田中　圭三（淡路市）

細川　敦司（神　代）

児玉　良太（広　田）

北本　之英（阿　万）

原渕　富美（　市　）

前川　恭子（松　帆）

岸添　宏美（尼崎市）

末廣　明美（阿　万）

向　　和美（洲本市）

窪田有結巳（福　良）

川添　円香（　市　）

飛松久美子（福　良）

島﨑　百菜（　市　）

柏木　晃穂（八　木）

亀井　美樹（松　帆）

８月 17 日

８月 18 日

８月 26 日

８月 30 日

９ 月 ９ 日

９ 月 ９ 日

９ 月 ９ 日

９ 月 ９ 日

９ 月 ９ 日

９月 11 日

９月 15 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
棚田　康暉

藤田　　勉

藤本　洋子

山滝ふみゑ

野上ふくゑ

藤森はつゑ

菅　　　 勇

榎本喜佐男

澤田　　茂

沖野かをる

岡本　長哉

仁里萬次郎

倭 文

榎 列

阿 万

広 田

津 井

神 代

榎 列

神 代

北阿万

福 良

阿 万

志 知

72

84

69

85

89

85

86

86

71

80

83

73

８ 月 17 日

８ 月 17 日

８ 月 18 日

８ 月 18 日

８ 月 19 日

８ 月 19 日

８ 月 20 日

８ 月 22 日

８ 月 23 日

８ 月 24 日

８ 月 25 日

８ 月 25 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

　岡　琉
り お ん

煌

黒田　夏
な つ き

生

入口珂
か な み

那心

岡　　玲
れ い ら

空

天羽このん

田辺　　楓
かえで

角間　葉
は な

名

倉本　奈
な お

和

松本奈
な な か

々夏

粟井　梓
あ ず み

珠

真野　　賢
けん

竹中実
み の り

之里

瓶井　菜
な お

央

東　　夏
か な ん

楠

山本　　昊
こう

坂本　心
こ こ な

絆

新﨑　颯
そ ら

空

樋口　悠
ゆ い

衣

堀川　嶺
れ い た

太

山口　泰
た い が

雅

野田　啓
けいすけ

佑

前田　祥
よしひろ

宏

山田　朗
ろ く

琥

島田　心
こ こ ろ

結

浅井　穂
ほ の か

華

榎本　世
せ な

那

冨士元心
こ こ み

美

碇　　心
こ の か

花

男

女

女

女

女

女

女

女

女

女

男

女

女

女

男

女

男

女

男

男

男

男

男

女

女

男

女

女

逸 人

智 昭

貴

健 二 郎

秀 和

健

剛

泰 志

一 繁

宏 樹

譲 治

淳 二

彰 人

勇 翔

裕 矢

智 也

拓 也

哲 平

勝 頼

剛 史

洋 路

展 宏

剛 生

朗 宏

和 弘

洋 右

剛

勝 徳

市

松 帆

市

津 井

福 良

神 代

大阪府

松 帆

滋賀県

市

市

阿那賀

市

倭 文

松 帆

八 木

市

松 帆

湊

神 代

湊

広 田

阿那賀

北阿万

松 帆

神 代

八 木

市

８ 月 ５ 日

８ 月 ６ 日

８ 月 ８ 日

８ 月 10 日

８ 月 11 日

８ 月 11 日

８ 月 13 日

８ 月 13 日

８ 月 16 日

８ 月 17 日

８ 月 19 日

８ 月 21 日

８ 月 21 日

８ 月 26 日

８ 月 26 日

８ 月 29 日

８ 月 29 日

８ 月 30 日

８ 月 31 日

８ 月 31 日

９ 月 １ 日

９ 月 ３ 日

９ 月 ３ 日

９ 月 ４ 日

９ 月 ５ 日

９ 月 ５ 日

９ 月 ５ 日

９ 月 ６ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
橋本　民子

富本　正信

波戸﨑　久

山崎　峯雄

豊田　忠士

江本　武夫

池本千枝子

奧野　貞子

岡本　季二

佐藤　　守

山﨑たまこ

山谷　　茂

市

大阪府

福 良

倭 文

榎 列

灘

阿 万

榎 列

阿 万

市

阿那賀

倭 文

88

68

57

90

82

73

87

84

82

61

91

100

８月 26 日

８月 27 日

８月 28 日

８月 28 日

８月 29 日

８月 30 日

９ 月 １ 日

９ 月 １ 日

９ 月 ２ 日

９ 月 ３ 日

９ 月 ３ 日

９ 月 ４ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
古川とくゑ

飛松　　恵

藤井　玉一

河井　　熙

濵野　敬子

藤本　祐介

牧　　太郎

川﨑きみゑ

　　つな子

亀井　久子

榎本　克己

松井　判文

阿 万

福 良

広 田

福 良

湊

福 良

広 田

阿那賀

倭 文

八 木

志 知

倭 文

87

63

90

80

81

86

88

95

95

87

87

74

９ 月 ６ 日

９ 月 ７ 日

９ 月 ７ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ９ 日

９ 月 10 日

９ 月 13 日

９ 月 14 日

９ 月 15 日

死亡

祭典オリンピック・パラリンピックがイギリスの○○

○○で開催されました。日本人選手の活躍に目が釘付

けになった人も多いのではないでしょうか。特に私た

ち市民は、今回の大会

で金メダルを獲得した

北阿万出身の正木選手

から大きな勇気と感動を

もらいました。さて○○

○○に入るカタカナ４文

字の都市名はなんでしょ

う？（ヒントは広報27頁）

　やまの学園は、南あわじ市放課後子ども教室（辰美教室）

の休日開催事業として、今年度は７月30日～８月23日の平

日15日間開校しました。この学園では、子どもたちが社会へ

大きくはばたくための自立心の育成、思いやり、協調性、何

より自然の中での生活を経験することによる視野の拡大を

目的に実施。「我が子にいろんな経験をさせたい」、「異年齢

や他地区の子どもたちと交流させてあげたい」などの“向上

心”を持つ人に参加していただき、やまの学園スタッフや伊

加利地区（老人会・国際交流協会・幼稚園など）、市内のボ

ランティア、大学生ボランティアの協力を得て、自主学習や

昼食作り、めだか水槽つくりや竹炭作りなど様々な体験活動

をしました。

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 10月の開設日 場所 時間
みどり 3,5,10,17,24,26,31 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

みはら 2,9,16,18,23,25,30 働く婦人の家

せいだん 2,23,25,30 西淡保健センター

なんだん 3,5,10,17,26,31 南淡公民館

●年齢別ひろば※要申し込み　
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ひよこ ０歳児 15日 11:00 ～
離乳食教室、300円、９
日締切（働く婦人の家）

りす １歳児
12日 10:30 ～

浜遊び、タオル・着替
え・サンダル等持参（阿
万海水浴場）

うさぎ ２歳児
ぞう ３歳児

　ゆめるん運動会が10月20日に実施されます。ダンス
や親子競技も盛りだくさん。家族みんなで楽しみましょ

う！ぜひ応援に来てください。

問生涯学習文化振興課課☎ 37-3020

▲ピザ作り

年齢別ひろば
（９月11日）

▲竹炭作り
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）
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▲表彰式での正木さん（左）と中田市長

灘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

自
転
車
ラ
イ
ダ
ー
に
お
も
て
な
し
の
心
を
伝
え
る

か
が
り
火
コ
ン
サ
ー
ト

慶
野
松
原
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

　

白
砂
青
松
で
知
ら
れ
る
慶
野
松

原
に
お
い
て
９
月
８
日
、
「
か
が

り
火
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
慶
野
松
原
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
「
慶

野
松
原
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
主
催
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
４
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

合
唱
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
だ
ん
じ
り

唄
や
阿
波
踊
り
な
ど
様
々
な
歌
や

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
が
り
火
が
、
日
没
後
の
慶
野

松
原
を
煌
々
と
照
ら
す
中
、
参
加

者
た
ち
は
各
団
体
の
演
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
正
木
選
手
に
ス
ポ
ー
ツ
市
民
栄
誉
賞

　

ロ
ン
ド
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
（
視
覚
障
害
）
男
子
１
０
０

キ
ロ
超
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
北
阿
万
出
身
の
正
木
健
人
さ

ん
（
徳
島
県
立
盲
学
校
）
に
「
ス

ポ
ー
ツ
市
民
栄
誉
賞
」
が
贈
ら

れ
、
市
役
所
中
央
庁
舎
の
議
場
で

９
月
14
日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
１
日
に
行
わ
れ
た
試
合
で

と
共
に
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
正
木
さ
ん
は
、

「
多
く
の
人
の
応
援
が
あ
っ
た
か

ら
優
勝
で
き
た
。
今
回
、
こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。
今
後
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３

連
覇
を
達
成
し
た
藤
本
聡
選
手
を

上
回
る
４
連
覇
を
目
指
し
て
柔
道

を
続
け
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

淡
路
島
の
外
周
コ
ー
ス
は
「
ア

ワ
イ
チ
」
と
呼
ば
れ
、
自
転
車
ラ

イ
ダ
ー
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
ワ
イ
チ
」
で
の
灘
地
区
は
、

急
勾
配
、
急
カ
ー
ブ
、
す
ぐ
下
は

断
崖
絶
壁
の
道
あ
り
の
難
関
区

間
。
ラ
イ
ダ
ー
が
ハ
ン
ド
ル
を
と

ら
れ
て
道
の
真
ん
中
に
寄
り
、
自

動
車
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
灘
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
で
は
通
り
す
が
り
の
ラ
イ
ダ
ー

に
お
も
て
な
し
の
心
と
励
ま
し
の

気
持
ち
を
込
め
た
声
掛
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ラ
イ
ダ
ー

へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
声
掛
け
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
信
頼
感
・

安
心
感
を
築
き
あ
げ
、
お
互
い
が

気
持
ち
よ
く
す
れ
違
い
の
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

他
に
も
、
昨
年
度
の
淡
路
島
ロ

ン
グ
ラ
イ
ド
で
は
、
灘
エ
イ
ド
ス

▲本場信州の手打ちそばの実演（左）と特製の赤みそを塗って焼き
　上げる五平餅の販売（右）

◆
ビ
ー
チ
バ
レ
ー　

優
勝

大
橋　

玲
那
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

大
橋　

亜
美
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

　

姉
妹
ペ
ア
の
２
人
は
８
月
９

〜
12
日
に
行
わ
れ
た
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

◆
ビ
ー
チ
バ
レ
ー　

準
優
勝

廣
岡　

雅
也
さ
ん（
神
戸
学
院
大
）

　

廣
岡
さ
ん
は
８
月
11
、12
日

に
行
わ
れ
た
全
日
本
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
学
男
女
選
手
権
大
会
で

準
優
勝
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

全
国
大
会

▲吹奏楽の演奏

市
商
工
会
女
性
部

海
と
山
の
御
食
国
が
食
で
交
流

　

海
の
御
食
国
と
し
て
知
ら
れ
る

淡
路
島
と
山
の
御
食
国
を
宣
言

す
る
長
野
県
駒
ヶ
根
市
が
、
淡
路

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
丘
で
９
月
８
日
、
両
地
域
の
食

材
・
特
産
品
を
集
め
た
「
御
食
国

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
島
内
の
商
工
会

や
商
工
会
議
所
の
女
性
部
と
駒
ヶ

根
市
観
光
協
会
が
企
画
。
当
日
は
、

淡
路
島
特
産
の
タ
マ
ネ
ギ
や
ワ
カ

メ
、
手
延
べ
そ
う
め
ん
な
ど
の
ほ

か
、
駒
ヶ
根
市
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
と

し
て
有
名
な
ソ
ー
ス
か
つ
丼
を
は

じ
め
、
五
平
餅
や
野
沢
菜
漬
な
ど

の
試
食
・
販
売
を
行
う
業
者
な
ど

約
50
店
が
出
店
し
ま
し
た
。
な
か

に
は
淡
路
島
の
藻
塩
と
駒
ヶ
根
の

ご
ま
を
組
み
合
わ
せ
た
ご
ま
塩
な

ど
コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
や
手
打
ち

そ
ば
実
演
、
振
舞
い
な
ど
も
行
わ

れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
は
美

味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

市
商
工
会
女
性
部
の
楓
る
み
子

部
長
は
「
か
つ
て
御
食
国
と
呼
ば

れ
た
両
地
域
に
は
今
も
多
く
の
特

産
品
が
あ
る
。
お
互
い
に
協
力
し

て
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
両

地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

テ
ー
シ
ョ
ン
で
会
員
有
志
が
協

力
。
ラ
イ
ダ
ー
へ
の
お
も
て
な
し

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

灘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
武
本
義

章
会
長
は
「
こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
地
域
づ

く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▲多くの家族連れで盛り上がる会場

◆
水
泳　

兵
庫
県
が
総
合
優
勝

真
野　

悠
輝
さ
ん（
広
田
小
）

太
田　

幸
希
さ
ん（
賀
集
小
）

真
野　

大
希
さ
ん（
広
田
小
）

三
宅　

渚
沙
さ
ん（
辰
美
小
）

宮
崎　
　

柚
さ
ん（
倭
文
小
）

朝
田　

朱
音
さ
ん（
松
帆
小
）

奈
良　

悠
花
さ
ん（
辰
美
小
）

別
所　

玲
奈
さ
ん（
御
原
中
）

大
久
保
友
生
伽
さ
ん（
広
田
中
）

田
村　

梨
露
さ
ん（
広
田
中
）

沼
田　

純
作
さ
ん（
八
木
小
）

村
上　

琢
磨
さ
ん（
八
木
小
）

興
津　

未
夢
さ
ん（
八
木
小
）

岸
野　

公
香
さ
ん（
神
代
小
）

野
口　

晴
香
さ
ん（
市
小
）

稲
葉
仁
衣
菜
さ
ん（
三
原
中
）

坂　
　

莉
奈
さ
ん（
三
原
中
）

　

17
人
は
、Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
水
泳
競
技
大
会
で
、兵
庫
県
の

総
合
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

▲声掛けをする老人クラブの
　メンバー

◆
水
泳　

全
国
大
会
出
場

増
田　

達
哉
さ
ん（
八
木
小
）

　

増
田
さ
ん
は
８
月
26
日
に
行

わ
れ
た
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競

技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

◆
ペ
タ
ン
ク　

全
国
大
会
出
場

榎
本　

行
市
さ
ん（
市
）

奈
良　

正
博
さ
ん（
市
）

島
田　
　

孝
さ
ん（
市
）

山
口
三
紀
子
さ
ん（
潮
美
台
）

村
上　

順
子
さ
ん（
潮
美
台
）

小
林
久
美
子
さ
ん（
潮
美
台
）

山
口　

幸
雄
さ
ん（
潮
美
台
）

村
上　

洋
一
さ
ん（
潮
美
台
）

和
島　

弘
美
さ
ん（
潮
美
台
）

　

９
人
は
10
月
27
、
28
日
に
行

わ
れ
る
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▲子どもたちと触れ合う正木さん

▲かがり火
▲大橋玲那さん（左）と大橋亜美さん▲廣岡雅也さん

▲増田達哉さん

▲大会は8月18日に行われ兵庫県が総合優勝（連
　覇）、男子の部でも優勝、女子の部で3位、個人戦で
　も活躍しました

▲大会は広島県で行われます

　

表
彰
式
で
は
中
田
市
長

か
ら
「
南
あ
わ
じ
市
か
ら

金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕
生
し

た
こ
と
は
世
界
に
誇
れ
る

こ
と
。
こ
れ
を
１
つ
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
次
な

る
栄
誉
を
勝
ち
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
言
葉

正
木
さ
ん
は
、同
大
会
３
連
覇

を
狙
う
相
手
に
一
本
勝
ち
す

る
な
ど
圧
倒
的
な
強
さ
を
見

せ
、優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
に
帰
国
し
た
際

に
は
、
北
阿
万
連
絡
所
を
訪

問
。
北
阿
万
小
学
校
の
児
童

や
地
域
の
人
た
ち
が
集
ま

り
、
正
木
さ
ん
を
出
迎
え
ま

し
た
。
正
木
さ
ん
は
、
子
ど

も
た
ち
に
メ
ダ
ル
を
触
ら
せ

た
り
、
握
手
に
応
じ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
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阿阿
万
の
風
流
大
踊
小
踊

　

阿
万
亀
岡
八
幡
宮
の
春
の
祭
礼

は
だ
ん
じ
り
、
秋
の
祭
礼
は
流や

鏑ぶ
さ

馬め

を
行
っ
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦

争
以
来
途
絶
え
て
い
た
大
踊
小
踊

を
昭
和
二
十
九
年
か
ら
復
活
さ

せ
、
九
月
十
五
日
に
実
施
、
昭
和

三
十
七
年
、「
阿
万
風
流
踊
保
存

会
」
を
結
成
し
、
積
極
的
に
保
存

伝
承
活
動
を
続
け
て
い
る
。
由
来

や
踊
の
様
式
は
、『
三
原
郡
史
』
に

詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。
こ
こ
で
は
、
昭
和
五
十
年

以
降
の
発
表
、
保
存
活
動
に
つ
い

て
述
べ
る
。

　

保
存
会
の
練
習
は
、
年
三
回
、

一
、五
、九
月
に
行
う
（
昔
は
四
回
）。

大
踊
は
、
昔
か
ら
の
伝
統
を
重
ん

じ
、
生
え
抜
き
の
一
族
一
統
で
講
社

会
員
を
構
成
し
、
小
踊
は
、
講
社

に
新
規
参
入
が
許
さ
れ
る
。
練
習

に
は
、
大
踊
は
室
町
時
代
か
ら
米

二
合
の
握
り
飯
、
小
踊
は
江
戸
時

代
か
ら
豆
腐
大
の
押
し
鮨
を
供
す

る
。
口く

ち

開あ

け
の
菜
は
、
酢
漬
け
、

煮
し
め
、
煮
豆
の
三
品
を
五
、六
軒

の
座
回
り
（
当
番
）
で
用
意
し
て
い

た
（
約
五
千
円
ず
つ
の
負
担
）。
現

在
座
回
り
は
四
人
制
と
な
り
、
練

習
日
時
を
触
れ
て
回
り
、
会
員
か

ら
会
費
（
三
百
円
）
を
徴
収
す
る
。

踊
手
は
男
子
の
み
で
、
女
子
は
賄

ま
か
な

い
方
を
務
め
る
。
大
踊
の
前
踊
は
、

子
供
が
踊
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

も
少
子
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

南
あ
わ
じ
市
の
軌
跡
を
手
に

と
っ
て
感
じ
て
く
だ
さ
い

問
編
纂
事
務
局

   

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

南あわじ市市民まつり
南あわじ食と文化の市民まつり

　老人クラブや公募参加による市民カラ
オケ発表会や演歌歌手によるアトラクシ
ョンなどを行います。

　小・中学生による吹奏楽演奏、郷土芸
能、和太鼓演奏をはじめ、食の市や振る
舞いなどを開催します。

前夜祭  
日程　10月20日（土）

南あわじ食と文化の市民まつり
日程　10月21日（日）

    問南あわじ食と文化の市民まつり実行委員会事務局

　    （市長公室内）TEL：43-5002

　６歳～79歳の人を対象とした体力
測定会を行います。
　 

 日程　10月７日（日）

minamiawaji

    問市体育協会（三原健康広場内）

　　 TEL：42-5630

スポーツフェアー

    ◆時間　午前９時30分～正午 

   　　　　 ※最終受付午前11時30分

   
 ◆場所　三原健康広場

    ◆準備物　体育館シューズ、運動靴、
                  タオルなど

※当日参加もできます。ぜひお越しください
※詳しくは市ホームページをご確認ください

 
   ◆時間　午前10時～午後３時

   ◆場所　淡路ふれあい公園・サンライズ淡路

   ◆時間　午後１時～４時30分

   ◆場所　緑市民センター３階大ホール

※現状に応じ、一部加筆修正等行っています

▲阿万亀岡八幡宮で行われる
　阿万風流大踊
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